
土木鋼構造診断士の資格が次の点検要領／ガイドライン等に織り込まれました。 
ｏ東京都建設局「橋梁の点検要領」２００７年７月 
ｏさいたま市「総合評価方式活用ガイドライン」２００８年４月 
ｏ（社）日本道路協会「道路橋補修・補強事例集」２００７年度版 
今後も様々な点検要領等に本資格が取り上げられる予定です。 

     なお、下記のテキスト目次内容で２日間の講習会を実施致します。              
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